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　　　　熱水成ウラン鉱床の構造とその研究に関する若干問題について＊
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1．主要ウラン鉱床地区の若干の構造特性について

　主要ウラン鉱床地区は，古期楯状地域とPlate一£ormeの縁辺地域，および地向斜地帯の古期基盤

地域の内部のridgeに賦存している二とは，一般に知られている。

　カナダのウラン地帯は，カナダ楯状地の西部縁辺地帯に分布している。コールニウール・ウラソ

地帯は，バリスカン変革期のPlate－fomeの縁辺部に存在する。カンタガのウラン鉱床は，アフリ

ヵPlate－formeの特異な内凹地帯地域に分布している。

　またウ』ラン鉱床地区が地向斜の縁辺凹地帯に位置している例も知られている。しかしこの地域の

鉱床生成期には，地殻は，相当堅硬な性質で特徴づけられるPlate－f・rme型地域に転化した。この

ような地域に発達する大規模鉱床は，後期の構造階の岩石類中に賦存し，地下浅所に存在する堅硬

な基盤の地域にLばしばみられる。

　したがって重要なウラン鉱床地域の分布にみられる共通性は，Plate－formeおよび楯状地域が地

向斜地帯へ移行する地帯，およびPlate一£qrme地帯内の著しく沈降した地帯に賦存していることで

ある。

　ウラン鉱床区の地質状態は，その構造的特性によって条件づけられる。この鉱床区では，明らか

にブ・ヅク構造が明確に現われ，それらの地帯では地殻が著しく硬固であることを示している。こ

のような堅硬な性質は，古期基盤岩石が強烈な転移を受け，変成されたばかりでなく，貫入岩。逆入

岩が著しく発達しているためである。個々の地域では，3～4回にわたって貫入した花闘状岩石系が

識別される。そのうえ晩期の貫入岩系は小貫入岩体一しぽレば裂簿型一の出現で特色づけられ

る。一般に鉱床が局在している上部地質階には，緩短軸摺曲が広範囲にわたって発達しているのが

特徴となっている。カナダ地域のみは，線状摺曲が認められているが，ドーム状隆起によって錯雑

イヒされているρ

　全ウラン鉱床区では，とくに広範囲にわたっていわゆる広域破砕が出現しているのが特色となっ

ている。この種破砕現象は，早期に形成されたものであって，複雑な一長期間にわたる一生成

履歴を示している。破砕帯には，マグマの溜の後期分化産物一小貫入岩塊，酸性・亜アルカリ性

岩脈，輝緑岩・煙斑岩一がしばしば分布していることがある。

　ウ，ラン鉱床地帯の注目すべき主構造特性は，熱水成ウラン鉱床の構造の主特徴を左右している。

多くの場合，熱水成ウラソ鉱床の主特性は，裂縛型に属し，複雑な脈状鉱体でしばしば代表され，

線状に引き延ぱされた網状鉱床帯をなし，ときには粗等大，または不規則形態の綱状鉱体を形成し

ている。個々の場合についてみると，鉱体の形態は，層間断層の出現と好都合な水平状岩層に鉱体』

が発達していることと関連して，母岩の層状構造に支配されている。

　科学的にも，また現場においても興味ある問題は，ウラン鉱床の生成深度と，深部への延長度を

解明することにある。この間題に関しては，残念ながら断片的なデータがあるにすぎない。カナダ，

アメリーカおよびコールニウールの鉱床については，鉱床の生成深度に関するデータが記載されてい

ないが，鉱床は上部の層序階の岩石中に賦存していることが，噌般に認められる。多くの指標一貫
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入岩体の半深成容貌，鉱石の石理・構造特性等一によれば，上述のヴラソ鉱床が比較的地下浅所

で生成されたことを物語うている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
　第る種のウラソ鉱床では，この種の問題について，一層完全なデータが求められる。地層層序に，

おける個々の鉱床の位置を直接観察するとともに，他の地質学的事実を解析すると，鉱床の上部が

古期地表面から，約500～700mの深所で形成されたことが推定される。

　好都合な構造・岩層下では，熱水ウラン鉱床の延長（深所）は約1，000mに達することが考えら

れる。Lたがってウラン鉱床地帯の構造を研究し，深所における発達の見透しを評価する際には，そ

の地域の地層層序，および構造階梯におけるウラン鉱床の位置　　侵食度を当然考慮に入れて一

を解明することが重大である。

II．熱水ウラン鉱床地帯およびウラン鉱床の構造形成における

　　　　　摺曲性・曳裂性擾乱の役割について

　　　　　　　　　　　　　　　1．摺曲構造
　多くの鉱床地域では，ウラソ鉱床は摺曲構造によって明白に支配されることが確かめられる。ベ

ルギー領コソゴの鉱床も，ある程度この型に属する。この種鉱床では，脈状・鉱染状鉱石は，いわ

ゆる含鉱石統として一定の地層に分布している。

　類似の賦存条件は，オーストラリヤのラム・ドジヤグル鉱床地域でも認められる。こ≦ではpi－

tchblendeと黄銅鉱とは，主とし宅一定の一擾乱されている一岩層の成層面および割れ目に沿

って分布している。また複雑な摺曲を形成している母岩の成層面に一致して分布する他の鉱床例が

知られている。

　しかし残念なことには，ウラン鉱床の分布におけ一る摺曲構造の役割については，充分研究されて一

いない。個々の例については，鉱体が初期の摺曲が一層晩期一他の走向をもつ　　のもので切ら

1れ準箇所鱒発達Lやすいことが認められている。プ層後期の摺曲地帯に1魯生成時期がウラソ鉱床

に近い最も晩期の貫入岩体類が分布している。

2．曳裂構造

　熱水性クラン鉱床区の構造形成における曳裂擾乱の役割は，割合よく説明されている。

　、まず第一にウラソ鉱床の分布空間における巨破砕の重要な役割が確認されている。すなわち多く

の鉱床地区では，熱水成ウラン鉱床は，主として巨破砕帯に分布しているめで明らかである。この

種実例としてはCeur　d’alene地方でみられる。カナダのAthabaska，Be江verlodge附近の地域，お

よび侮の鉱床区でも観察されている。多くの場合，ウラン鉱床が巨破砕帯の附近，一般にはそれか

や2τ3km一≧きにはそれ以上離れていることがある7範囲内の地域に分布している。熱水成

ウラン鉱床は，主巨破砕帯に分布しないで，破砕帯に伴なう比較的小規模の曳裂性擾乱帯に賦存し

ている。鉱床中にみられる割れ目は，巨破砕帯をと平行か，あるいは鉱体を鋭角で切っている。

　ウラン鉱区の地質データを検討すれば，多くの巨破砕帯は，長期間にわたる履歴をもっている。

多くの場合，破砕帯は鉱床ゐ生成されるよほど以前に形成され，逆入岩が流出する火道となってい

る。母岩に発達している割れ目一巨破砕帯後に形成される一はしばしば鉱床生成の開始期より

岬ど以前に発生し舳姻春されたもみである・あ腸合ン砿ウラソ鉱床艘裂擾乱地帯一

［噴灰口が位置している一に分布していることがある。

　ウテソ鉱床と噴火口との構造的結び付きは，きわめて卑味がある。こればこの地帯では，割れ目

構造の形曝深所分布と！こ雛し峰件カミつくられるからである。火山源neck地帯に賦存する含

ウラン鉱体は，延長がき塑ないが1700m以上一垂直　　にわたって深所に追跡されることが知

られている。

　火山の火道とウラン鉱床ゐ構造的結び付きは興味がある。すなわちこの火道には，割れ目構造の

生成都よび深所賦存にきわめて好ましい条件が生成されるからである6火山岩頸地帯に賦存するウ

ラン鉱床は，延長がぎかないが，深所に7σ01nにわだって追跡される場合が知られている。
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　火山体とウラソ鉱床との構造的結び付きは，一層大きな意義をもち，探査・開発の際に考慮に入

れるべきである。多くのウラン鉱床地区では，鉱床は岩脈および小貫入岩体一破砕帯に賦存する

一に沿って発達している。次のことが結論としていえよう。熱水鉱床の構造生成過程において，

きわめて本質的な役割は，造構造擾乱の継承性が占めている。しかしこの種鉱床の構造が一層古期

の曳裂帯の回春のみによって形成されたものでない点に留意すべきである。普通鉱床生成過程にお

いても，新しい割れ目ができ，鉱床の構造に重要な役割をなしている。

3．　巨破砕帯に関連性をもつウラン鉱床区の抹態年ついて

　ウラン鉱床は，破砕帯に沿って不規則に分布している6鉱床は普通鉱床地区に集まり，各鉱体は

無鉱石帯を隔てて分布Lている。巨破砕帯に関する状態にっいては，次の大きなグループに分けら

れる。1）　巨破砕帯の析裂地帯に賦存しているもの。2）　巨破砕帯の形成以前に強度の割れ目が発

達していた地帯である。

　第1群の鉱床地区は狭肩状束の形態をなして分岐し，相当延長がきく鉱化破砕帯と，鉱脈賦存帯

が発達しているのが特徴となっている。この鉱床地帯ほ，さまざまの規模をなし，走向に沿って数

km追跡される。ときには鉱脈地帯は，・対角線状の割れ目に合体し，複雑な含鉱石割れ目網を形成

していることがある。

　第2群の鉱床地区は，巨破砕帯に近接して分布し，かつその地帯との共範割れ目に賦存する含鉱

石帯の発達で特徴づけられる。含鉱石帯はその生成時における移動特性によって，巨破砕帯に対し

て平行から対角線にわたるさまざまな位置を占めている。この種鉱床区の構成成分に含まれる鉱化

造構帯は，しばしば走向ならびに傾斜に沿って相当延長し，ときには小さな割れ．目壱伴ない，その

割れ目中には熱水成生成物がまた発達していることがある。

　ある場合には，鉱床地帯の賦存位置を決定する鉱化勇断割れ目群は，走向の変わる（曲る）箇所

で，巨破砕帯から派出していることが明確に確認される場合がある。

　現在においては，含ウラン鉱床帯が巨破砕帯に賦存していることは，明らかにされている。すな

わち含鉱石割れ目群および鉱石を誘導した割れ目群の形成は，巨破砕と成因的に結び付いているこ

とを示している。鉱石の沈殿過程におけるこの種の割れ目の回春・開口は，巨破砕帯の運動によっ

てまた起こり，そり運動と同時的に出現するものである。

　曳裂擾乱がウラン鉱床地区を決定する唯一の要因でないことは当然である。この要因とともに，一

他の要因の影響，まず第一に摺曲形態，貫入岩塊・岩脈・剛性基盤の賦存深度，地域を構成する岩

石類の物理・化学的性質と化学的性質とを考慮に入れることが必要である。この種要因類が鉱床地

帯の局在化へ干渉を行なうことは，こんにちにいたるまで，あまり明らかにされていない。
’
さ
ら にウラン鉱床地帯の局在化におげる曳裂擾乱の役割を解明する際に，起こってくる2，3の

問題の研究を・掘9下げることが必要で第る・この種問題は次のことがあげられる・

　1）　巨破砕の‘“裂け7条件と出現条件の解明

　2）　巨破砕帯周辺の鉱床地帯の状態を決定する作用割れ目群の分布にみられる規則性の研究

　3）鉱床が分布する曳裂性裂簿と，母岩の曳裂性裂罐との構造的結び付きと，巨破砕によるウラ

　マ鉱体の生成機構を明らかにすること

III．熱水成ウラン鉱床の構造

　熱水成ウラソ鉱床の構造は，摺曲性擾乱と曳裂性擾乱　　後者が明らかに卓越している　　によ

．って決定される。　　　　　P　　　　甲　　　　　　　　　　　　　〆

　ウラソ鉱床の摺曲構造の研究には，母岩層の岩石に形成されている摺曲の成因型をまず明らかに

することが必要である。こ」では摺曲型を詳しく検討しないが，次のことを考えに入れることが必

要である。すなわち摺曲生成様式は，多くの場合，鉱体および鉱床の局在化条件を決定する。

　現在の文献では，熱水成クラン鉱床の生成における摺曲構造の意義を，充分特徴づけることはでき

ない。とくにウラン鉱床と勇断摺曲，ブ・ック摺曲，ダイヤビル摺曲との関連性に関するデータは，
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全然存在しないとい6てもよい。カンタガのある種の鉱床の構造のダイヤビル摺曲の干与に関する

きわめて予報的デー’タがある。曳ずり摺曲の鉱体局在化えの影響に関するデ、一タも欠失している。

ある一定の母岩層の発達範囲に局在化される鉱体生成の構造条件は，ぎわめて図式的に示されてい

るか，まったく研究されていない状態にある。例えば，・鉱体生成における摺曲変形運動と関連性の

ある地層間隙，層間乱れ，剥離空隙，小割れ目形成の役割の解明は明らかに不充分である。2，3の

鉱床に対しては，鉱床生成における交代作用の役割を掘下げて研究することが必要である。摺曲地

層におけるウラソ鉱床生成の構造的条件を正しく理解するのには，上述の諸問題を充分に明らかに

しておかなけ’れば不可能であるも

　裂鯨型の熱水鉱床構造を研究する際には，まず第一に母岩と鉱体に』発達している曳裂性擾乱の成

因型を決めることが必要である。鉱脈の深所賦存度とその延長性とは，多くの場合，勢断裂鯨に賦

存しているか，または引張り裂鱒を充填Lているかによって異なってくる。

　勢断裂鯨に沿ってwall　rockの移動方向を決めることが重要である。このようにすれば，含ウラ　、

鉱体がしばしば賦存している開口の想像位置夕推定できることである。転位の方向を決定する一般

に使用されている方法以外に，多くの場合1きわめて役立つ方法は主勇断割れ目に沿う造構運動過程

で発達する作用裂簿の空間的分布の研究と微構造解析の適用である。作用裂縛は，次の関係におい

ても重要である。すなわちこの種裂鱒また主勢断裂鱒との共朝点においては，新ウラン鉱体がしば

しば発達していることがある。したがって作用割れ目を明らかにするとともに，一方では，それと

勢断裂解との（空間）相関的関係および分布の規則性を研究することは，P脈状ウラン鉱床の構造解’

析の重要な課題の1つになっている。

　含ウラン熱水鉱床構造のきわめて重要な課題は，鉱体と曳裂擾乱との相関関係を明らかにするこ

とにある。この種擾乱は鉱石沈殿よりも噌層古期であるか，あるいは一層新規に起ったことが考え

られる。第一の場合には造構擾乱は，鉱体の局在化とその型態とに影響する地帯の他構造が重要な

因子とな』る・第二の場合には・構造は形成された鉱体を切り・そのために各構成部分は転移を起し

ている。

　鉱床賦存地域の曳裂擾乱の発達史と，それが鉱体の賦存条件に及ぽす影響を解明することは，鉱

床の構造研究における重要な部門を形成している。しかし鉱床生成以前，および以後の麗乱差の

indicatorの検討を止めるべきでない。ある場合には・この問題の解決は非常な障害にぶつかるこ

とを強調しておヒう。実際上熱水成ウラン鉱床の探査では，次のような例が知られている。すなわ

ち鉱床生成前の擾乱現象に重なり，そのだめに，鉱体が転位を蒙っている箇所に坑道を切る際には，

莫大な資材のコスを招くことがある。したがって鉱体と上述の曳裂擾乱との相関関係を，‘あらゆる

面から研究すれば，鉱床生成以前擾乱が確認され，探鉱作業の方向もそれに対応するように切り換

えることが可能となる。

　熱水ウラン鉱床を研究すれば，鉱床生成過程は多階梯であって，大多数のウラン鉱物は，晩期鉱・

石生成階梯に属する鉱脈中に賦存することが明らかとなる。このようにして，ウラン鉱物の局在化

には，固有の鉱床形成以前の擾ればかりでなく，間鉱化作用（intramineralization）運動一含ウ

ラン鉱脈および細脈の生成に直接関係がある一が影響を及ぽしている。後者は，これらの運動に

よって作られた開口裂罐を充填して発達し1ときには母岩または初期生成の鉱脈の破砕によって誘

起された割れ目を愈合していることがある。

　上述の諸事実から，次のことが結論される。鉱体の局在化条件の理解は，間鉱化作用造構運動の

主要特性の解明を行なわなければ不可能となる。この場合，間鉱化作用期の変形は，先在造構運動

のように，普通広域に及ぱないで，一層限局されていることに留意すべぎである。この種の変形現

P’象は，先鉱床形成擾乱帯の全地域にわたらないで，最も弱い地帯にのみ出現する。間鉱化作用期の

転移にみられる（出現）令法則性を研究す為ことは，きわめて有益である。すなわちこの種の研究

によれば・ウラシ鉱戸の濃集可能帯を指示することができる・さちに・含ウラン物体の生成過程に

おけるこの種の運動の方向と性質とを確認すれば，裂鱒の開口によって生成される鉱体の賦存位置

を正確に知る可能性が得られる。
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　間鉱化作用期の造構物体の研究は一一定め鉱物系と空間における明確な特異性とで特色づけら

れるr生成年代の異なる鉱脈群の解明と密接な関連性がある。

　熱水成ウラン鉱床構造の型を分類する場合には，さまざまなgeOlOgiCal　Setting下ンこある鉱床に

ついて，等価値のデータが手にはいらないので，大ぎな障害（分類上）に出会う。以下で述べるウ

ラン鉱床構造のグループ化は，問題を完全に明らかにするものとは考えないが，鉱床局在化におけ

る構造の役割の一般的特性を特色づけることを目的とするものである。

　鉱床地区間では，個々の鉱床，とぎには鉱床の賦存地帯は，異なる構造型に入れられるか，一つ

の型から他の型への移行特性で特徴づけられる己現在では，熱水性含ウラン鉱床は，次のような主

構造型に分類できると考えられている。

　1。　強度に圧縮作用を受けた向斜帯の中央懊状閉地帯　（centhwedged－close　zone）に賦存する

鉱床（第1図）：

　　　　　溝．

／蟻1．

　　　圃2
　　　□3
　　　Eヨ4

第1図　著しく圧縮作用を受けた中央懊状閉地帯に
　　賦存する鉱床の構造図（平面図）
　　　　1．　ホルソフェルス化作用を受けてい

　　　　　る岩層
　　　　2．　炭酸塩質頁岩層
　　　　3．　鉱床生成前に起った造構造擾乱

　　　　4．鉱体

黙
85

8彫爾

回1吻・E…コ3図4．

第2図　著しく急傾斜をなす湾局地帯に賦存する鉱
　　床の構造図（平面図）
　（著しく圧縮作用を受けた摺曲の翼部を構成する）

　　　　1．頁岩質岩層
　　　　2．ホルンフェルス岩層
　　　　3．　鉱床生成前の造構造擾乱

　　　　4．鉱体

　この地帯では急沈降断層（steepPlunginghingefault）を伴なっている。この型主鉱体は，岩

石組成および機械的性質（例えば珪質岩石、と炭酸塩質頁岩層との界面）とが・本質的に異なる岩

層の界面に発達する。この型の鉱床は，層状，またはレソズ状をなし，鉱石は脈状，鉱染状に賦存

し，一般には母岩と一致して分布している。鉱体の規模は著しく大ぎく・摺曲の直接閉塞箇所ならび

に・その箇所に接する翼部に分布している。その嫡か延・．この型には・層間裂纏（tear）一摺曲構

造の縫合（j・int）地域に局限して出現する一現象と関連性のある鉱体があげられる。

　類似の構造settingは，背斜構造の周襖状閉地帯（Pεriwedged　close　z・neNこも出現すること

があるから，注意する必要がある。したがって乳熱水成ウラシ鉱床が・このような地帯に賦存して，

いる可能性は除外でき癒い。

　2．　著しく急傾斜を示す地層の轡曲部一著しく圧縮作用を受けた摺曲構造の翼部を構成する・

　　に賦存する鉱床（第2図）：

　こり種鉱床は，その規模が大ぎく・母岩の層面と一致し・層状またはレソズ状をなしている。摺

曲構造は層間破砕，交叉破砕現象の出現一ウラン鉱石の局在化に重要な役割を示している一に

よって錯雑化している。

　3．　単一裂鱒か，または勇断平行裂簿系列中に賦存する鉱床：

■
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　この種鉱体は，規模が大ぎくないが，走向ならびに傾斜に沿って相当延長している？で，普導識

別される。含鉱石裂簿帯は，原則としては直線状を示すが，所によっては，規則正しい湾曲を形成

、することがある。ある場合にはクこの種裂罐は所々で分岐し，隣接の含鉱石裂簿帯と接合している

ことがある。ときには含鉱石裂簿帯は，相互に近接Lて存在し，いわゆる勇断裂簿帯（shear　zone）

を形成し，鉱体はeche1・n状に分布していることがある。このような状態で鉱床が賦存する場合

には，鉱体は，押しつぶされたような状態を示す小規模のレンズ状形態を示し，各鉱体は相当の距，

離の間，無鉱石地帯を挾んで相互に隔てられている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．　活動（裂簿）を伴なう複雑な勢
　　　　　　　　　　　　650　　　　　　　　　　　　山　　‘　　　．　　　断裂縛帯に賦存する鉱辱（第3図ジ：

　　　　　　　　　　　　　　　　ビ　　　　　　　　　　　・　　、．　　　・　　　　この型の鉱床型は，含鉱石造構帯の
　　　　　　　　　、籔．’
　　　　　　　　　認、鍵認鍾　　規模が大ぎく・その構造がきわめて複
　　　　一鯉　』．’　・　離　　　　”　　　　　　　雑なので識別される。この種の各含鉱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石造構帯は一般に隣接して分布する勢

璽

囎

　　　　　ロゴEiヨ2國3
第3図　複雑な勇断裂鱒帯一活動裂簿を伴なう一に賦存す
　　る鉱床の構造函（平面図）

　　　1．母岩
　　　2．　鉱床生成以前に形成された造構帯

　　　3．含鉱石地帯

？ず際’

∠　＼80●

　700融ヤ．．．／

　　750

．〔コ1困2・匡］3
第4図　落合地帯かあるいは鉱床生成前に形成された造構帯を

　　切る箇所に発達する鉱床（平面図）、

　　　1．母岩
　　　2．　鉱床生成以前に形成された造構帯
　　　　　　　　　　　　　　　　喧㌔，　　　3。含鉱石地帯

断裂簿群からなり）片状　　schistcsity

の発達する一破砕岩石を伴なってい

る。各造構帯は，普通分岐し，斜（dia－

g・nal）行勇断裂簿が多数でているが，

とぎには断層が発達していることがあ

る。この種の型の鉱床では，鉱体は複

雑な型態をなし，脈状，レンズ状，柱

状，不規則状を示す。したがって鉱体

の規模もさまざまである。

　5．鉱床生成前に形成された造構帯、

を横切る地帯か，あるいは落合地帯に

賦存する鉱床（第4図）：

　この種型の鉱床を形成する含鉱石帯

は，走向ならびに傾斜に沿って湾曲

し，小断層，・小勢断裂簿を多数伴ない，

直線状に引き延ばされた特異な網状鉱

床（stock　work）を形成している。鉱

体は平面レンズ（plano　lense）形態を

形成し，柱状（column〉に集まり，鉱

床生成前¢》造構帯の落合箇所に向かっ

て引張られるような状態を示してい

る。したがって落しの方向も，，落合線

の方向に対応している。

　6．収敏破砕帯（convergent£racture

zone）間に存在する網状および網状様鉱床（第5図）二

　この種の型の鉱床は，収敏破砕帯で限られたV字型のwall　rocks内に分布している。この種鉱床

，は不規則形態〆ときには伸長形態を示す巨大な鉱体を形成し・鉱石は網状に分布している。鉱体の．

賦存する網状裂簿帯は緻密な小近接割れ目網一各割れ目はさまざまな方向に走っている一で代

表される。鉱体はこの種の地帯内で割れ目が最も強度に発達している箇所に局在化じている。鉱体

は破砕帯の1つに普通近接して発達しているが，一般には破砕帯に沿って追跡される。花闘岩状岩

石類が破砕帯に出現している場合には，網状鉱床はこの種岩石類中に主として発達し，相当な程度

においてその形態（貫入岩体）を繰り返している。相似の稼行可能の鉱体の賦存範囲は，』相当な

規模に達する。

／
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1ン灘泌難群
　》　　v　Wレ、　　旨　、7ハい乙亀・1

．v∴・．攣、翼郷獅
　　　　　　　　　く～ワマ’〉じ！、、

※トv，1麗堅鍵謡．

・’・，，1聾欝鍵

鰯！、難鞭徳
　　　　　　　　　　　　匡コ3

　　　　　　　　　　　　［Zヨ4

　　　　　　　　　　　　璽國5

第5図』収漱破砕帯間に分布する網状鉱床で代表

　　される鉱床の構造図（平面図）

　　　1．斑状凝灰岩
　　　2．閃緑岩
　　　　3．閃長岩1

　　　4．造構擾乱
　　　5．含鉱石地帯

’欝難
グ』墾墨i難1螺

／　瀦驚謬1　
駅／織謬i，

　／　　　…躍，i．製

＼／＼欝鋤
＼／　灘鯉

口1囲2回3〔刮純…コ5
第6図、小貫入岩体の綱状鉱床地帯で代表される

　　鉱床の構造様式（断面図）

　　　　1．紛岩
　　　2．凝灰岩tuff　lava
　　　3．　石英質斑岩（貫入岩体）
　　　4．　鉱床生成以前に形成された造構擾乱地帯

　　　5．鉱体

7．小貫入岩体および岩脈中の網状鉱床（第6図）：

　この種の鉱床は，母岩一異なる機械的性質をもつ一と小貫入岩体および岩脈との接触部附

近匠普通発達している。この種の接触部では曳裂性擾乱運動が鉱床生成以前にしば』しば発生し，、と

ぎには潜在裂縛の活動（回春）を伴なうことがある。鉱体は空間的に嫉破砕帯㌍賦存する傾向があ’

る。しかし鉱体は破砕帯側に若羊分布しているが，小さな割れ目が強度に禿達している地帯に賦存

する傾向がある。鉱体は破砕帯の方向に引延ばされた複雑なレソズ形態をなしている6ある場合に

は複雑な型態を示すこの型の綱状鉱床は，曳裂性擾乱との見掛けの結付きを伴なわないで，貫入岩

体または遜入岩体の接触部に分布し七いることがある。

　このようなグループ化は熱水成ウラソ鉱床の構造形成に影響する全要因系を補足するまでにはい

たっていない。ウラン鉱床構造のこのような分類一ウラソ鉱床の型態はgeologic41settingを相

当の程度において反換しているはずである一研究は，さし迫った間題さある。「

　研究を必要とされている他の諸問題中では，深部に下がるとともに起るウラソ鉱床構造の変化の

合法則性を解明することが必要である。残念なことには，この種簡題に関する適切なデータは，こ

んにちまできわめて少ない。唯一の例によると，鉱床の上部地並に明瞭に現われていた含鉱石勇

断裂鍵群は，深部に下がるとともにばらけ始あ，造構縫合て裂鱒）系列になる。しかしさらに下部

に下がると，縫合（裂縛）系列は，ばらけた小裂簿の集まりに移行し，ウラソ鉱石はこの地帯でな

く
、
なっている。深部に下がると起るこのような構造変化は700～800mの間（垂直♪坑道で追跡寄

れている。この場合には鉱床の構造変化を，さまざまな機械的性質をもつ岩石の影響と結び付ける

ことは根拠がない。

　ウラシ鉱床構造の深所変化問題に関するデータを，各具体的鉱床について集めることが必要なこ

とは疑間の余地がない。，このようなデータが集まれば，鉱床賦存の可能深度を評価するための二次

的データが求められるとともに，その生成の構造条件を精確に知る；とができるであろう。一この場

合にほ（機械的性質が果なる），母岩が変わると構造変化に影響を及ぽすごとを考慮に入れるべきで

ある。．
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IV・熱水成ウラン鉱床の鉱体局在化の構造的条件について

熱水成ウラソ鉱床を研究する場合にぽ，各国の地質家は，構造の特性と母岩の特性・とを結付け

て，鉱体の主局在化条件を明らかにしている。さらに地質家は，この種鉱床の鉱体が，主として開口

裂簿を充填して生成されることを確認している。一しかし数鉱床にっいては，交代作用が，鉱床生成

に大ぎな意味をもっていることを明らかにしている。・

　熱水成鉱床におけるウラン鉱床の，構造的局在化条件一鉱床生成に好ましい岩石類の意義を考

慮に入れて一を検討すると，鉱体の次のような主構造型が識別される。

　1．二次急傾斜湾曲地帯一圧縮向斜性摺曲構造の翼部および閉地帯（c1・se　z・漉）に形成さ

池る一に発達する岩石の構造に一致する鉱体（第7図）＝　～

　　　　　岡

　　　　　愈

　　　　　　態

　　　　　　　　　＼8診

　　　図1口♀翅3囲多
　　　　　　　ノ
第7図　二次急傾斜湾曲一強度の圧縮作用を受けて

　　形成された向斜性摺曲を形成する一部に胚
　　胎する鉱体
　　　　1。　ホルンフェルス化岩石石灰岩（左側）と頁岩
　　　　　（右側）との接触界面を表わす。上部地並
　　　2．下部地並の接触界面
　　　　3．上部地並の鉱体
　　　4．下部地並の鉱体

　　　　　　　　、ノ派

　　　　　　　■・．鴛　74
　　　　　　　”．・・多　グ
　　　　　ー　芝．・　ク／

！”＝1．．iジ17ヲグ

萄、，拶－多野

　　　7㍗・

　　　ロノイ

［Z］1・ロ・［≡…コ・区ヨ・

　第8図　層聞破砕帯に発達ずる鉱体（平面図）

　　　　1．雲母質粘板岩
　　　　2．石灰質粘板岩

　　　　3，層間破砕帯
　　　　4．鉱体

　この型の鉱体は，層状形態または押しつぶされたレンズ形態をなし，その規模はまちまちで，と

きには相当な規模に達することがある。鉱体の構造は，一般には，母岩の構造に一致Fし，鉱染状鉱

石および細脈状鉱石の発達しているのが特徴となっている。

　2。著しく圧縮作用を受けて形成された向斜地帯の急斜摺曲地域に発生する層間破砕帯の鉱体

（第8図）＝

　この種鉱体は，母岩の層面と一致し，平面レソズ形態をなし，pitchblendeから構成されている。

各鉱体の規模は小さい乙

　3．　走向および傾斜に沿って，含鉱体裂簿帯の湾曲箇所に胚胎する鉱体：

　鉱体が造構裂簿帯の湾曲箇所に局在化する主要原因としては，鉱化作用時に（裂簿に沿って），岩

石の滲動と関連し℃、裂簿に開口面が発生するからである。この地帯における鉱体は，押しつぶさ

れ，かつ引延ばされたレソズ状形態を示し，その規模は種々様々である。

　4。鉱床生成前に形成された造構帯と裂簿群が連接する箇所，まだは切る地帯に発達する鉱体；

　鉱床生成以前の造構帯および裂罐群一鉱体が胚胎している一を切る箇所，または連接する箇

所は，岩石が最も破砕され易い箇所である。・

　鉱体は，不規則な柱状形態か，あるいは押レつぶされたレ・ソズ状形態を示し，鉱床生成以前の構

造の落合線に対応して傾いている・鉱体め規模はさまざまである。この種現象が最も明瞭に認めら

れる箇所は，緩斜層間擾乱堆帯と急斜含鉱石裂簿群と落ち合っている箇所である。含鉱石裂簿群は
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落ち合箇所または、（局部）層間擾乱帯へ移行する場合には分岐し，数条の細脈が形成され，とぎに

は網状鉱床および丁形態の柱状鉱床が発達する場合がしばしばみられる。

　5．主活動（回春）裂簿の共範地点に・発達する鉱体（第9図）＝

　この型の鉱体は，一般には柱状形態を示L，裂鱒の共軌線に対応して胚胎する傾向がある。鉱石

．は，2裂縛間に挾まれている懊状岩石中にも胚胎Lていることがある。この種の鉱体は，活動裂纏

に．のみ出現する。

　6．潜在造構擾乱帯および岩脈下に発達する鉱体（第10図）：

あ

700
　〃

75彰

　075
〃

　　　ウoン

ロ1匠コ琴匿塾

　　　戸
　　　，　　　，　　　，
　　　，　　　・　　　』　　　，　　　臼　　　，　　　，　　　酢　　　■　　　■　　　■　　　■

亀

口1　2ヨ2　圃3
第9図主活動裂鍵の共軌地点に発達する鉱体

　　　　L　母岩
　　　　2．造構擾乱

　　　　3．鉱体

第10図　潜在造構擾乱下の鉱体（垂直面に投影されたもの）

　　　　1．母岩
　　　　2．　鉱床生成以前の擾乱帯

　　　　3．鉱体

F
こ
の
型 の鉱体の位置は，鉱液の上昇通路中に存在する溜り面の位置で決定される。このような溜

り面には，鉱床生成以前の造構帯，裂簿，岩脈の接触面，一層初期の鉱脈，層面一とくにこの溜

り面に断層粘土を伴なう場合一が役立つ。鉱体は，複雑な賦存形態を示し，連接構造の賦存要素

に対応する傾向がある。

　7．岩脈，・一層初期の鉱脈，岩層（鉱石沈殿に好ましい）と含鉱石裂鱒との落ち合箇所に発達す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る鉱体（第11図）：　　　　　　』

日1困2回3田4困5
　第11図　好ましい岩石層層準と含鉱石裂簿との落ち合箇

　　　　所に発達する鉱体（鉱脈の断面）

　　　　　L　蛇紋岩化作用を受けている粘板岩

　　　　　2．石英状粘板岩
　　　　醜3．緑泥石化作用を受けている粘板岩（黄鉄
　　　　　　鉱が散点している）
　　　　　4．花醐岩岩脈
　　　　　5。鉱体、

　このような鉱体は，さまざまな組成の岩脈

類と含鉱石裂解との落ち合箇所にLばしば分

布する。他のウラン鉱体では，含鉱石裂纏と

硫化物を含む一層初期鉱脈との落ち合箇所に

賦存している。最後に，ある種の鉱床にあっ

ては，鉱体は主として，含鉱石裂簿と鉱石沈

殿に好ましい岩層とが落ち合っている箇所に

胚胎している。とくにNorth　Saskatchewan

（カナダ）鉱床では，角閃岩層と鉱体の結び

付き（空間的）が指摘されている。ラム・ド

ジャグル（オーストラ、リア）鉱床では，鉱体

は，炭質，石墨化粘板岩に胚胎する傾向があ

る。さらにまたウラン鉱体は，黄鉄餌化作用を受けた岩石中を走る裂簿中に胚胎していることが知

られている。

　鉱体が岩脈，一層初期鉱脈および好ましい岩石の落ち合箇所に賦存しているのは，2つの主要因

で解明される。要因の1つとしては，この種の落ち合箇所には，極度に（機械的性質）不均一であ

るので，割れ目が多数発生するためである。第2の要因としては，母岩および一層初期鉱脈の化学

的組成が鉱石沈殿に好ましいからである。これらの箇所では，硫化物，他の鉱物（2価鉄を含む）
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および有機物質が存在すると，

ウラン鉱物にとって沈殿する可

能性は，除外できない。この種

の問題は，充分研究することが

必要である。

　8．　小裂罐の楽達する地域の

鉱体（第12図）：

　この種鉱体は，F網状鉱床中に

分布する。さ・らに鉱体は，相当

大規模の巨破砕地帯に，普通隣

按してみられる小貫入岩体およ

ぴ岩脈の発達地域内に賦存する

ことがしぽしばあ筒・綱状型の

鉱体は，複雑な柱状形態かまた

は押しつぶされた伸張レ・ンズ形

態をなし，

（第10巻第1号）

　　　　　〒

　　　　　　　　　　　》　　　　　　　　　1　　　　　　　　》　　　　　　v

　60び》v｝…　　　　．，＝，・・f・繊・・　，喝、

器轟醸纏攣勤響．
　　　　　　　　　　　　リ　リ　　ソ　ソ　セ　ザ　コソ　　ぽ
　　　　　　　　　　　　　　リ　　ツ　　リ　　ツ　　ザ　　レ
　　　　醐　　・　　　臼v》　v
　　　　　彪，v　vVvV｝v》》vワ00V》v

　　　　　　V‘V》VV｝》》V

回1口2臼3困4團5
第12図　小裂鱒群が発達している地帯の鉱帯

　　　1．珍岩質凝灰岩
　　　2．石英質紛岩岩脈
　　　3p鉱床生成以前の擾乱地帯
　　　4．　小裂醇群系
　　　5．鉱床

　　　　　ときには大規模鉱床を形成していることがある。

　以上の鉱体の構造型だけでは・熱水鉱床におけるウラン鉱物の多様な局在化条件（直り）、がつく

されているものではない。さらに，鉱体と構造との結び付ぎを明らかにし，この結び付きの原因を

解明するデータの蓄積を行なうこと’が必要である。．しかし，すでに指締した事実㌍よればウラン．

鉱床および鉱体の構造的局在化条件とは，原則的には，他の金属類の低温度熱水鉱床にみられる直

り（局在化）条件≧異なってい捻いことを示している。

結 、論

　上述のデータによると，現在，熱水成ウラソ鉱床の構造的生成条件の研究は，著しく進歩してい

る・しかし・それ≧ともに・多ぐの問題に対して補足的研究を行なうことが・要請されていることを，

’指摘しておくことが必要である。

　ごれらの問題のうちで・まず次の問題を指摘しておくことが必要である。』

　1．熱水成ウラソ鉱床の生成深度およぴ鉱石の賦存範囲（垂直）に関するデータの精度を高める

こと0
　2・　ウラン鉱床地区・およびウラγ鉱癒の胚胎分布における摺曲構造め役割塗解明すること。

　3．鉱床地区および鉱床と巨破砕帯との構造上の結び付ぎ問題を，「さらに深く掘り下げること。

　タ　ウラソ鉱床および鉱石の局在化における，多禄な成因型の曳裂，摺曲ゐ役割を正確に知るこ

とo　

　義　深部に下るにしたがうて起る，ウラソ鉱床の構造変化の合法則性を研究すること。

　6．好ましい岩石類における，鉱体の卓越的局在化の原因と，ウラン鉱石生成における交代作用

の役割との研究をさらに深めること。
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